
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仁 譲 自 立 
自ら学び知性をみがく生徒 

心情豊かで仲間と共に伸びる生徒 

心身ともにたくましく成長する生徒 

 潮中だより 
令和４年１１月２８日発行 第９号 

稚内市立潮見が丘中学校（℡:34-3315） 

『コロナ禍』に学ぶこと…コロナに感染して考えました… 
潮見が丘中学校 校長 齊 藤 康 輔 

 

 自分は絶対に感染できない。感染しない…と、言い聞かせて生活していましたが、11月 12日に 

発症しました。咳が激しくなり呼吸が苦しく、強い倦怠感でベッドから起き上がることも苦しくなり 

ました。高熱は出なかったことが不幸中の幸いでした。２日間は満足に起き上がれず、水分補給と市 

販の解熱鎮痛剤・感冒薬・咳止めを服用しながら耐えるだけの生活となってしまいました。7日間の 

自宅療養…このように長い期間、休む経験は初めてでした。ゆっくり療養すると言っても、「休み方がわからない」ので

す。「のんびりする」方法がわからない…逆にストレスが溜まる思いをしました。 

 しかし、『神様がくれた休暇』だと思い直してゆっくり食べて飲んで眠る生活をしました。1週間が経過して、咳は残

ってはいますが十分に気持ちは復活したと感じたところです。 

 感染前の体調には程遠い状況ですが、『これがコロナに感染した状況』であるということを認めてしまうと、特に苦痛

を感じることはありませんでした。出勤できる状況になったことが本当に嬉しかったのです。でも、毎朝欠かさずに玄

関前で登校する生徒たちに挨拶をしてきましたが、それはしばらくお休みすることにしました。咳込みながら挨拶を交

わすのは…生徒にしても心地良いものではないだろうと思うからです。 

 復帰した当日（21日）から、1・2学年は学年閉鎖になりました。校内におけるコロナ感染の拡大が予想されたから

です。受験期を迎えた 3年生が校内で感染する可能性を少しでも押さえたいと考えました。今後も感染は拡大していく

可能性があり、油断できない状況は続きそうです。…23日の「勤労感謝の日」…改めて自分は『働ける喜び』に感謝し

ました。今回、自分が感染したのと同時期に医療関係の友人も感染が発覚して自宅療養に入っていました。お互いに自

分の仕事を見つめ直す時間を与えられたことに感謝をしました。何よりも心身が健康であることが一番の宝物であると

気が付かされた自宅療養期間でした。私は症状が軽く、復帰することができましたが、重症化したり、後遺症に苦しん

でいる方々が多い重病であることには変わりはありません。先日の報道で「治療薬が認可された」と報じられていまし

たが、日常の感染予防対策をしっかりと行っていくことが大切なことに変わりはありません。  

もうすぐ 12月です。令和 4年もあと一か月…令和 5年が明るく希望に 

溢れた年になることを祈らずにいられません。 

潮見が丘中学校の様子はホームページからも発信中。 

                                ＵＲＬかＱＲコードからご覧ください！ 

 

部活動の頑張り～全道大会への道  

○バスケットボール部 

 １０月２９日～３０日に行われた全道バスケットボール新人北大会稚内地区予選。結果は男女とも優勝！ 

 １２月２５日～２７日に釧路で開催される全道大会新人北大会へアベック出場を決めました！ 

○バレー部 

11月 1９日に行われた、秋季定期戦。女子は実力にはほぼ互角でした。善戦しながらも 1回戦敗退となってしまい

ました。男子は来年 1月５日～７日に芦別市で開催される第 2次キャンプに出場が決まっています。 

 

 

１１月１０日、後期生徒総会が開催されました。先日行われた生徒会役員選挙で 

誕生した、新生徒会役員を中心に準備を進めてきました。総会では、前期の活動反 

省、そして後期の生徒会・各常任委員会の活動計画が提案されました。 

令和４年度後期から令和５年度前期生徒会テーマは 

『規則正しく美しく』 
このテーマに込められた思いは「教室環境や制服の乱れ、タブレットの不適切な使い方などを改善する」ため。また、「他校や

地域など社会に出ても通用するようにという思いを込めて」設定したとのこと。これらを実現するには、生徒会本部や委員会だけ

では難しいでしょう。全校生徒がきちんと理解し、行動することできっと変わっていくはずです。ぜひ、みんなの力合わせで目標に

向かって進んでいきましょう。 

これまで、潮見が丘中学校を牽引してくれた前期の生徒会のみなさん、大変お疲れさまでした。まだ、コロナの影響も色濃く残

る中でも、様々な工夫を凝らして活動を進めてきました。そこから学ぶことは多々ありました。１・２年生もその思いを引き継いで頑

張ってくれるはずです。よろしくお願いします。 

後期生徒会役員および常任委員長 

【生徒会役員】 

生徒会長  阿部  柚月さん （２－２）   副会長    中山 ひまりさん （２－２）   副会長    関  航太郎さん （２－２）    

執行委員  竹谷  咲来さん （２－１）   執行委員  伊坂  蘭夢さん （１－２）   執行委員  小山田蒼空さん （１－２）     

執行委員  上保  朱生さん （１－２） 

【常任委員会 委員長】 

図書委員長 名張 柚希さん （２－２）  報道委員長 舘洞さくらさん （２－１）  生活保健委員長 松田眞妃瑠さん （２－３） 

 
 

 

８日（火）、1年生は総合体育館で行われたジョブフェアに 

参加してきました。４５を数えるたくさんの企業に職業や会社 

についての PR を行っていただき、生徒たちはみな興味深く話 

を聞いていました。 

これまでの総合の時間で進路に関する学習を行ってきましたが、今回ジョブフェアに参加したことで、少し自分の将

来のビジョンが具体的に膨らんだ人もいるのではないでしょうか。来年 2 年生になると職場体験学習もあります。今

回学んできたことが、少しでもつながっていくことを期待しています。 

主催者の稚内商工会議所青年部、稚内市、稚内市教育委員会、稚内で働こう応援会議、そして参加していただいたす

べての企業の皆様に厚く御礼を申し上げます。今後ともキャリア教育において力を貸していただければと思います。 

 


